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この資料に掲載されている収支計画に関する記述は、当社グループが現時点で入手可能な

情報から得られた判断に基づいておりますが、リスクや不確実性を含んでおります。

よって実際の業績は様々な要因により、記述されている収支計画とは大きく異なる結果と

なり得る事をご承知おきください。

実際の業績に影響を与え得る重要な要因には､当社グループの事業を取り巻く経済環境､

市場動向､為替レートの変動などが含まれます。
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（単位：億円）

＋10 

＋10.2% 

＋14.9% 

76 

＋155 

I. 2014年2月期 第2四半期業績

連 結 業 績

第2四半期累計 前年比

＋15.3% 

＋2.4% 

計画比

4,353 

経 常 利 益

＋1.0% 

＋9.4% ＋10 

+23 

＋18 

＋43.7% 

+17 ＋14.3% 

営 業 収 益

営 業 利 益 112 

△0.8% 

+10 

販 売 管 理 費

純 利 益

135 

営業収益　　前年比　景気回復を背景とした国内百貨店（+53億円）の増収に加え、ﾀｶｼﾏﾔｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ
　　　　　　　　　　（+50億円）等の主要子会社各社も順調に収益を伸ばし、+155億円の増収。
　　　　　　計画比　国内百貨店（+10億円）やﾀｶｼﾏﾔｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ（+25億円）等が計画を超過し、
　　　　　　　　　　+43億円の計画超過。

販売管理費　前年比　人件費（△6億円）削減の一方、上海髙島屋開業等に伴う地代家賃増（+14億円）、

　　　　　　　　　　電力料値上等による光熱費増（+6億円）、手数料（+3億円）やポイント宣伝費
　　　　　　　　　　（+3億円）等の増収に伴う経費増等により、+28億円の増加。
　　　　　　計画比　庶務費（△8億円）と人件費（△5億円）を中心に見直しを進め、
　　　　　　　　　　計画比△10億円の追加削減。

営業利益　　前年比　売上総利益率低下や海外新規事業での費用増等はあったものの、増収による利益増を

　　　　　　　　　　　　　　　主因として、+10億円の増益。
　　　　　　計画比　売上総利益率低下による利益減はあったものの、営業収益や販管費の追加削減での
　　　　　　　　　　計画超過により、+10億円の計画超過。

経常利益　　前年比　営業増益（+10億円）に加え、為替差益増（+5億円）や持分法による投資利益増
　　　　　　　　　　（+2億円）等もあり、+18億円の増益。
　　　　　　計画比　前年比と同様の理由により、+17億円の計画超過。

純利益　　　前年比　固定資産除却損・原状回復費増（+9億円）はあったものの、経常増益（+18億円）を主因に、

　　　　　　　　　　　　　　　+10億円の増益。
　　　　　　計画比　経常利益の計画超過（+17億円）に加え、固定資産除却損･原状回復費（△6億円）が
　　　　　　　　　　計画を下回ったこと等により、+23億円の計画超過。

1,219 

+43 ＋3.7% 

＋28 △10 
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（単位：億円）

　

そ の 他 子 会 社 ・ 消 去 △ 2 

-
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＋4 

＋25 

＋49.3% 
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＋13.7% 

＋1.2% 

＋1 

＋16.7% 

＋0.1% 

＋0.5 

＋2.5% 

＋1 
119 

＋3.9% ＋12.3% 

＋13 

-

＋39.2% 
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＋1 

＋0 

55 

＋43 ＋10 

＋3.7% 
4,353 

＋9.4% 

＋10 

＋10.2% 
連 結

髙島屋および国内百貨店子会社
　前年比　景気回復や株高に伴う高額品を中心とした売上増に加え、改装店舗の増収もあり、
　　　　　増収（+53億円）増益（+11億円）。
　計画比　高額品売上の好調による営業収益の計画超過の一方、販管費の追加削減も行い、
　　　　　営業収益（+10億円）営業利益（+9億円）とも計画超過。（単体詳細は、3ページ参照）
　
東神開発（ﾄｰｼﾝﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ:TDS含む）
　前年比　国内では玉川髙島屋S･Cの営業面積増や流山おおたかの森SCﾊﾅﾐｽﾞｷﾃﾗｽの開業等により
　　　　　好調だったことに加え、TDSでは契約更改による家賃収入増及び円安による為替影響もあり、
　　　　　増収（+11億円）増益（＋2億円）。
　計画比　TDSの為替影響を主因に、営業収益は+5億円、営業利益は+1億円の計画超過。

タカシマヤ シンガポール
　前年比　春節など各プロモーションが好調に推移。また、婦人雑貨や食料品の堅調に加え、円安による
　　　　　為替影響もあり、増収（+50億円）増益（+3億円）。
　計画比　為替影響を主因に、営業収益は＋25億円、営業利益は+2億円の計画超過。

髙島屋クレジット
　前年比　ショッピング取扱高が伸びたことに加え、カード年会費収入の増もあり、増収（+2億円）。
　　　　　債権管理強化等の経費増はあったものの、増益（+0.5億円）。
　計画比　営業収益･ 営業利益とも計画通り。

髙島屋スペースクリエイツ（髙島屋スペースクリエイツ東北含む）
　前年比　百貨店やホテル等の受注増により増収（+13億円）。リフォーム事業展開による経費増等は
　　　　　あったものの、増益（+1億円）。
　計画比　積極的な営業活動での受注増により、営業収益+4億円、営業利益+1億円の計画超過。
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＋5 

＋155 

＋27.0% 

＋2.9% △0.1%△ 0 
81 

会 社 別 業 績

東　　　神　　　開　　　発

計画比%

計画増減
営業収益

前年増減

3,663 
＋0.3% 

計画比%前年比%

＋5.9% 
42 

前年比%

＋56.8% 

タカシマヤ シンガポール

髙 島 屋 お よ び
国 内 百 貨 店 子 会 社

髙 島 屋 ク レ ジ ッ ト

（髙島屋ｽﾍﾟｰｽｸﾘｴｲﾂ東北含む）

＋2 
19 235 

＋53 ＋10 

(トーｼﾝﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙを含む）

髙島屋スペースクリエイツ

＋1.5% 
30 

＋47.2% 

＋9 

計画増減

＋11 

前年増減
営業利益

＋2 

＋25 
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（単位：億円）

（単位：億円）

経 常 利 益 58 ＋23 ＋64.7% ＋23 ＋64.4% 

純 利 益 32 ＋12 

営 業 利 益 27 ＋11 ＋64.3% ＋10 ＋59.5% 

＋217.9% 

営業収益　前年比　高額品を中心とした売上増や、改装店舗の増収効果もあり、+50億円の増収。
　　　　　計画比　特選ブランド品や宝飾品等高額品の売上好調を主因として、+13億円の計画超過。
営業利益　前年比　高額品売上好調による商品利益率低下はあったものの、増収による利益増に加え
　　　　　　　　　販管費削減もあり、+11億円の増益。
　　　　　計画比　前年比と同様の理由により、+10億円の計画超過。
経常利益　前年比　営業増益（+11億円）に加え、為替差益増（+8億円）と受取配当金増（+5億円）等に
　　　　　　　　　より、+23億円の増益。
　　　　　計画比　前年比と同様の理由により、+23億円の計画超過。
純利益　　前年比　経常増益（+23億円）の一方、固定資産除却損･原状回復費増（+9億円）等もあり、
　　　　　　　　　+12億円の増益。
　　　　　計画比　経常利益の計画超過（+23億円）を主因に、+22億円の計画超過。

単 体 販 売 管 理 費

＋63.6% ＋22 

＋4.4% 

人件費　　前年比　福利厚生費増（+2億円）はあったものの、退職給付費用減（△11億円）や超勤減
　　　　　　　　　（△1億円）等により、△10億円の削減。
　　　　　計画比　福利厚生費減（△2億円）や臨時職員給与減（△1億円）等により、△3億円の追加削減。

宣伝費　　前年比　増収に伴うポイント経費増（+3億円）、催事費用増（+2億円）等により、+5億円の増加。

　　　　　計画比　売上の計画超過によるポイント経費増（+1億円）等により、+1億円の超過。
総務費･ 　前年比　増収に伴う手数料増（+2億円）や電力料値上等に伴う光熱費増（+2億円）等により、

庶務費　　　　　　+3億円の増加。
　　　　　計画比　補修費減（△3億円）や減価償却費減（△1億円）、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ管理等の作業費減
　　　　　　　　　（△2億円）･運送費減（△1億円）等により、△8億円の追加削減。
経理費　　前年比　引下げ交渉等による地代家賃減（△6億円）等により、△5億円の削減。
　　　　　計画比　前年比と同様の理由により、△5億円の追加削減。

合 計 865 △ 7 △0.8% △ 15 △1.7% 

△ 5 △3.3% 

＋0.6% ＋5

第2四半期累計 前年比 計画比

865 △0.8% △ 15 △ 7 販 売 管 理 費

総 務 費 ･ 庶 務 費 302 ＋3

124 宣 伝 費

経 理 費 148 △ 5 △3.2% 

＋1.1% △ 8 △2.5% 

＋1

単 体 業 績

第2四半期累計

商 品 利 益 率 25.22% △ 0.25

営 業 収 益 3,393 ＋50 ＋1.5% ＋13 ＋0.4% 

人 件 費

前年比 計画比

△ 10 △3.4% 291 

△ 0.28

△1.1% △ 3

△1.7% 
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（単位：億円）

＋35 ＋13.8%

+70 

通 期 計 画

II. 2014年2月期 通期計画

＋0.2%

計画比

＋3.9%

経 常 利 益

2,462 ＋70 +4 

290 

＋8.8%

前年比

＋337 

＋3.6%

＋8.3%

＋4.8%+8 

+25 

+10 

9,040 

＋26 

営 業 収 益

営業収益　　前年比　国内百貨店は、横浜店等の改装効果や富裕層の取り込み強化、マーケット変化への
　　　　　　　　　　対応によるビジネスチャンスの拡大に加え、消費税増税前の駆け込み需要を織り込み、

　　　　　　　　　　増収（+131億円）を計画。また、東神開発やタカシマヤシンガポール･
　　　　　　　　　　髙島屋スペースクリエイツ等の主要子会社も堅調な伸びを見込み、
　　　　　　　　　　連結では+337億円の増収。
　　　　　　計画比　上期の計画超過に加え、下期も同様の傾向を見込み、+70億円の上方修正。

販売管理費　前年比　国内百貨店は販管費の削減（△6億円）に取り組む一方、子会社は新規事業や
　　　　　　　　　　事業拡大関連投資等を見込み、+70億円の増加。
　　　　　　計画比　増収に伴う販管費増等により、+4億円の修正。

営業利益　　前年比　販管費増（+70億円）はあるものの国内百貨店をはじめ、東神開発やタカシマヤ
　　　　　　　　　　シンガポール等の営業収益増に伴う営業総利益増（+106億円）により、
　　　　　　　　　　+35億円の増益。
　　　　　　計画比　上期の計画超過（+10億円）を主因に、+10億円の上方修正。

経常利益　　前年比　営業増益（+35億円）の一方、円安の進行により前年は大きく伸ばした外貨預金他の
　　　　　　　　　　為替差益減（△7億円）等もあり、+26億円の増益。
　　　　　　計画比　上期の計画超過（+17億円）に加え、改装に伴う固定資産受贈益増（+5億円）等
　　　　　　　　　　もあり、+25億円の上方修正。

純利益　　　前年比　固定資産除却損･原状回復費増（+19億円）はあるものの、経常増益（+26億円）を
　　　　　　　　　　主因に、+10億円の増益。
　　　　　　計画比　法人税等増（+13億円）はあるものの、経常利益の計画超過（+25億円）を主因に、
　　　　　　　　　　+8億円の上方修正。

＋5.8%＋10 純 利 益 175 

＋2.9%

325 

販 売 管 理 費

営 業 利 益

＋0.8%

連 結 収 支 計 画
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（単位：億円）

＋3.6% 

＋16.3% 

＋0.8% 
290 

＋10 

＋13.8% 

＋35 ＋70 

-△ 7 △ 27 

10 

-

＋6.3% 

＋337 

髙島屋スペースクリエイツ
（髙島屋ｽﾍﾟｰｽｸﾘｴｲﾂ東北含む）

＋3.9% 
9,040 連 結

＋12.2% 

＋43 

＋106 

髙 島 屋 ク レ ジ ッ ト

＋7.7% 

＋17.3% 

＋8.9% 

＋6 

＋0.0% 

△0.1%

＋7 

＋1.5% 

＋1.8% 

＋9 

＋6.3% 

(トーｼﾝﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙを含む） ＋0 

＋0.1% 

＋17 

＋0.2% 

162 

412 
東　　　神　　　開　　　発

＋4 

503 

＋5.1% 

＋4 
84 

＋0 

＋6 

113 

＋58 

髙 島 屋 お よ び
国 内 百 貨 店 子 会 社

7,589 

＋1 ＋15 ＋1 

計画増減前年増減
営業利益

計画比%前年比% 計画比%

計画増減

259 

116 

タカシマヤ シンガポール

＋2.7% 

＋2 

＋9.7% 

＋23 

＋30 

＋19.9% 
43 

＋29 

＋34.3% 

そ の 他 子 会 社 ・ 消 去
- -

39 

＋13.1% 

△ 0 

　

会 社 別 収 支 計 画

営業収益
前年増減

前年比%

髙島屋および国内百貨店子会社
　前年比　横浜店等改装店舗の増収や富裕層の取り込み強化、マーケット変化への対応による
　　　　　ビジネスチャンスの拡大に加え、消費税増税の駆け込み需要を織り込み、
　　　　　増収（+131億円）増益（+29億円）。
　計画比　上期の計画超過を主因に、営業収益は+17億円、営業利益は+9億円の上方修正。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単体詳細は、6ページ参照）
東神開発（ﾄｰｼﾝﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ:TDS含む）
　前年比　国内では、周年記念における連動企画（柏SM）や百貨店との合同イベント（玉川SC）等、
　　　　　SCと百貨店が一体となった集客策を展開、またTDSでは販管費管理の徹底や
　　　　　為替影響により、増収（+30億円）増益（+4億円）。
　計画比　上期の計画超過を主因に、営業収益（＋6億円）は上方修正。営業利益は計画通り。

タカシマヤ シンガポール
　前年比　10月の開業20周年にあわせリニューアル（増床）完成。連動したプロモーション展開による
　　　　　売上増に加え、為替影響もあり、増収（+106億円）増益（+7億円）。
　計画比　為替影響を主因に、営業収益（＋58億円）、営業利益（＋6億円）とも上方修正。

髙島屋クレジット
　前年比　カード利用促進による取扱高増や会員獲得強化による年会費収入増等により、
　　　　　増収（+4億円）増益（+2億円）。
　計画比　営業収益･営業利益とも計画通り。

髙島屋スペースクリエイツ（髙島屋ｽﾍﾟｰｽｸﾘｴｲﾂ東北含む）
　前年比　百貨店、ホテルなど大型物件の受注や、東北復興への対応、百貨店と連携した個人住宅
　　　　　リフォーム事業の拡大により、増収（+23億円）、増益（+1億円）。
　計画比　前年比と同様の理由により、営業収益（＋15億円）営業利益（＋1億円）とも上方修正。

△ 9 
2 

＋131 

＋26.6% 
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（単位：億円）

△7 △0.4% △18 △1.0%

経 理 費 299 △4 △1.2% △3 △1.0%

＋0.0%

596 △17 △2.7% △3 △0.5%

249 

総 務 費 ･ 庶 務 費 600 

宣 伝 費

人 件 費

＋5 ＋0.9% △12 △2.0%

＋8 ＋3.2% ＋0 

合 計 1,745 

単 体 収 支 計 画

＋27 ＋24.6% +25 ＋22.7%

営 業 利 益 105 

人件費　　前年比　健康保険料率･厚生年金保険料ｱｯﾌﾟ等による福利厚生費増（+5億円）の一方、
　　　　　　　　　退職給付費用減（△22億円）等により、△17億円の削減。
　　　　　計画比　人員減での給与（△2億円）等の削減等により、△3億円の追加削減。
宣伝費　　前年比　増収に向けた積極的な広告活動･文化催事の展開による一般宣伝費増（+5億円）に
　　　　　　　　　加え、増収によるポイント経費増（+3億円）等もあり、+8億円の増加。
　　　　　計画比　増収に伴うポイント経費増（+1億円）はあるものの、ほぼ計画通り。
総務費・　前年比　減価償却費減（△5億円)の一方、電力料･燃料費値上等による光熱費増（+5億円）や
庶務費　　　　　　増収に伴う手数料増（+3億円）･定期保守料増に伴う補修費増（+1億円）等により、
　　　　　　　　　+5億円の増加。
　　　　　計画比　投資計画の見直し等による補修費減（△6億円）や、効率化に向けた作業費減
　　　　　　　　　（△3億円）･運送費減（△2億円）等により、△12億円の追加削減。
経理費　　前年比　家賃交渉の継続等により、△4億円の削減。
　　　　　計画比　前年比と同様の理由により、△3億円の追加削減。

+12 ＋22.6%

商 品 利 益 率

＋10.5%

営 業 収 益 7,020 ＋117 ＋1.7% +20 

販 売 管 理 費 1,745 △ 7 △0.4% △18 △1.0%

（単位：億円）

通 期 計 画

＋0.3%

＋28 ＋35.7% +10 

経 常 利 益 135 

単 体 販 売 管 理 費 計 画

通 期 計 画 前年比 計画比

営業収益　前年比　横浜店等改装店舗の増収や富裕層の取り込み強化に加え、消費税増税の駆け込み
　　　　　　　　　需要等を織り込み、+117億円の増収。
　　　　　計画比　高額品の売上好調を主因に、+20億円の上方修正。
営業利益　前年比　増収による利益増の一方、高額品売上好調に伴う商品利益率低下もあり、+28億円の増益。
　　　　　計画比　上期の計画超過を主因に、+10億円の上方修正。
経常利益　前年比　営業増益（+28億円）を主因に、+27億円の増益。
　　　　　計画比　営業利益の上方修正（+10億円）に加え、為替差益増（+6億円）や受取配当金増
　　　　　　　　　（+5億円）、改装に伴う固定資産受贈益増（+5億円）もあり、+25億円の上方修正。
純利益　　前年比　経常増益（+27億円）の一方、改装に伴う原状回復費増（+7億円）や法人税等の増
　　　　　　　　　（+8億円）等もあり、+13億円の増益。
　　　　　計画比　前年比と同様の理由により、+12億円の上方修正。

純 利 益 65 ＋13 ＋25.5%

25.28% △ 0.13 △ 0.22

前年比 計画比
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＜2013年4月時の長期プラン（2013年～2017年）＞

＜施策＞

○見積もり合わせ実施による外部流出削減（各店ばらつきのある業務委託内容を標準化）
○高効率店舗をモデルとした業務運営の水平展開による要員適正化
○カタログ製作や物流機能の見直しによる効率化

○物流倉庫・自社所有施設の有効活用による収益化推進
○LED等施設投資の推進による経費削減
○収益物件の所有化等

○レストラン・カフェ事業の統廃合（アール・ティー・コーポレーション）
○外部委託していた延滞債権回収業務の自製化（髙島屋クレジット）

○ソフト事業強化（ＴＳＣ）、販売チャネルの拡大（グッドリブ）

主体 対策 営業利益

グループ
経費・営業対策

（東神開発によるSC開発等）
0+40

単体及
び分社

経費対策（後方業務の抜本的見直し） +120
営業対策（M&A、新規事業対策） 0+30

合　　　　計 △830 △190
基　　　　調 △390 △　80

△ 9.5△ 4.5

当社マイナス
影響

営業収益 営業利益(%)

（１）経費対策

あらゆる経営資源の見直しを図り、減収局面においても安定した利益創出を目指す

①仕組みの見直し

②所有資産の有効活用

③グループ事業の再構築

△110
国内百貨店 △360 △　70
国内グループ △　80 △　40

△ 5.1
-
- 計 +190

III. 消費増税対策

考 え 方 と 施 策

＜取組方針＞

消費増税をビジネスチャンスと捉え、グループ全体でマイナス影響を吸収。

長期プランで掲げた持続的な成長戦略を軌道に乗せていく

（単位：億円）

○実需商材（コート、ハンドバッグ、化粧品）の先行投入
○外商活動を通じた高額品（宝飾、時計、家具、呉服）の販売強化
○消耗品（日用品、食料品、衣料品）などのまとめ買い

消費増税影響 △440

②事業領域の拡大

○アライアンスによる外部顧客獲得（相手先企業との共同販促、特別優待品販売等）
○提携・M&Aの推進（百貨店を補完する業態との協業推進）
○東神開発の業容拡大（街づくりの視点によるSC周辺開発強化）

③駆け込み需要対策（2013年下期売上目標：＋20億円）

(２)営業対策

①増税影響が軽微な顧客層の取り込み

増税のみならず、人口減少による中長期的な消費逓減に備えるべく顧客基盤（集客力、組織化）及び
営業基盤（品揃え、販売力）を強化する

○優良顧客の囲い込み（タカシマヤカード《VIP》導入、家族カード入会促進等）
○訪日外国人観光客の新規取込み（訪日数が最大となる４月にフォーカスしたイベント展開等）

7



8



2013年下期は消費環境の変化を着実に捉え、収益基盤強化に向けた「店舗営業力強化」
「MD力強化」「顧客戦略強化」さらには成長戦略の礎である「オムニチャネル化」を加速
させるとともに、消費税増税前の駆け込み需要の取り込みと増税後利益確保を推し進めていく。

国内百貨店営業収益・営業利益

計画 営業収益 ７，５８９億円 （＋１３１億円）
営業利益 １１３億円 （　＋２９億円）

計画 営業収益 ３，９２５億円 （  ＋７８億円）
営業利益 ８４億円 （  ＋１８億円）

2013年下期 ８店売上 売上増 ＋６４億円

（１）競合優位性発揮による大型店営業力強化　＜大阪店･京都店･日本橋店･新宿店･横浜店＞

（２）ＳＣとの一体化運営推進による総合力の発揮　＜玉川店･柏店＞

（３）多機能化による店舗活性化策の推進　＜大宮店＞

営業展開にあたっては、半期の中での山場週を設定（９月秋物実需期、12月冬物実需期、１月初商･
クリアランス）、顧客対策、宣伝対策(ポイントアップ共通開催によるＴＶＣＭの実施等)、商品対
策とりわけお取引先とのＭＤ面での取り組み強化など、あらゆる施策を結集し収益力拡大を図る。

　１.強み･特性を明確化した店舗戦略の推進

横浜店CSｹｰｽｽﾀﾃﾞｨｷｯｽﾞ

○大阪店では富裕層取り込み強化として新規宝飾品ブランドを導
　入、特選衣料雑貨ゾーンをさらに拡充
○京都店では外商顧客対応強化に向け、メンバーズサロンの改装
　に続き、宝飾品売場を全面リニューアル
○日本橋店ではグランドフロアの活性化に向けて婦人雑貨を再編、
　上質感のある提案型商材を強化
○新宿店では強みとなる婦人服サイズゾーンの拡充や文化催の開
　催を積極化
○横浜店では子供服「ＣＳケーススタディキッズ」に加え、食料
　品における「銘菓百選」(13年下期中)、「味百選」(14年予定)
　等、自主編集売場を拡充

IV.　営業戦略

国内百貨店事業
下 期 計 画

　～国内百貨店事業の変革～

強み･特性を明確化した店舗戦略の推進 ＭＤ力強化に向けた取り組みの積極化

収益力向上に向けた顧客基盤の強化 オムニチャネル化の加速

下期

2013年度

○玉川店、柏店においては、ＳＣ一体となった集客策・情報発信を強化、とりわけ玉川店では

　従来の顧客対策に加え、外商顧客にも取り組みを拡大、ＳＣ共同のおもてなし企画を具現化

○立川店に続き、テナント導入で集客力が1.3倍向上した大宮店では、百貨店部分と大型テナント

　との融合を推進、集客力向上と経営安定化の両面で今後の中小型店の店舗運営モデルを確立

横浜店ＣＳケーススタディキッズ
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2013年下期 特徴化ＭＤ 売上増 ＋４０億円

（１）特徴化ＭＤ構築に向けた自主化戦略の推進

（２）「髙島屋品質」を具現化した商材の拡大

（３）マーケット変化に対応したＭＤ開発の推進

2013年下期 外商および免税売上 前年増 ＋２４億円

（１）外商営業力強化による富裕層の更なる取り込み

（２）外国人観光客へのインバウンド対策強化

○当社オリジナル企画である「カシミヤニットコレクション」(10
　月から全店）は、従来の婦人服、紳士服の拡大に加え、婦人雑貨
　でも展開、前年から約３倍増となる１２億円の売上を計画
○展開強化にあたっては、新聞全国紙４ページで訴求、ネットやカ
　タログ通販での購買告知も加え、「オムニチャネル化」を推進、
　北海道や九州も含めた全国規模での売上拡大を企図

２.ＭＤ力強化に向けた取り組みの積極化

○食料品では今秋「低カロリー」をコンセプトとした和惣菜(柏店)、洋惣菜(新宿店)を
　取引先と共同で開発、横浜店では14年度に生鮮食品に「有機野菜」のゾーンを確立予定
○子供服では三世代対応として祖父母世代にも訴求すべく「赤ちゃんフェア」を拡大強化
○歳暮商材においては、国産品への関心の高まりに対応し、「メイド･イン･日本」のテー
  マでの特徴ギフトを新たに展開

○外商顧客のロイヤルティ向上に向け、百貨店業界初のインビ

　テーション制カード「タカシマヤカード≪ＶＩＰ≫」を11月
　から稼動、当社で継続的に高額ご利用いただいている最上位
　顧客を囲い込み。
○併せて、「タカシマヤカード≪ゴールド≫」の入会促進強化

  を図るとともに、「タカシマヤカード」から「タカシマヤカ
  ード≪ゴールド≫」へのカード間ランクアップを推進
○消費税増税前需要の掘り起こしに向け、時計や宝飾品、イン
　ポート商品など、外商顧客対応の高額商材の展開を強化

○円安などを背景に急速に拡大しているインバウンド消費への対応として、旅行会社やクレジッ

　ト会社との協業による集客対策を継続的に実施、前年から免税売上50％増を計画

○店舗サービスとして、タブレット端末や固定電話を使用した通訳サービス、コンシェルジュに

　よる予約制アテンドサービスや専任通訳の配備など、多言語対応も強化

○買物環境面でも、免税手続のシステム化に加え、13年下期中にWi-Fi環境や銀聯カードのＰＯＳ

　対応を整備、観光客の多い新宿店では外貨両替機の設置や店内案内の見直しも実施

○株式会社海外需要開拓支援機構(クールジャパン)と連携したインバウンド対策にも着手

○自主編集売場として今秋「ＣＳケーススタディキッズﾞ」を大阪、横浜、新宿の３店で
　新たに立ち上げ、婦人服では「スタイル＆エディット」を玉川店に新規導入し計６店展開
　に拡大
○当社独自の海外買付けによる単品編集売場「サロン･ル･シック」の再構築に向け、下期か
　らバイイングを開始、2014年春に大型４店(大阪、京都、日本橋、横浜)にオープン予定
○プライベートブランド「カルダン」をライフスタイル変化に合わせてカジュアル化、婦人
　では今秋ニットラインを新規導入、紳士は来春に再編予定
○当社の強みの発揮に向けて長年にわたってＭＤ開発を進めてきたサロン･ル･シック、育児
　用品、上品會(呉服)などをアーカイヴスの視点も加え再強化

タカシマヤカード≪ＶＩＰ≫

　３.収益力向上に向けた顧客基盤の強化

カシミヤニット新聞広告
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（１）店頭・EC連動の徹底

（2）新しい買物体験

　４.オムニチャネル化の加速
2013年 ネット 売上 １００億円

　　　　　　　　　　運営基盤整備 ※（）内、下期対応事項

○プロモーション同時展開を徹底

○店頭、EC買い回り情報に基づきCRM施策を実施

○ECを活用し地方商材を拡販

○カシミヤコレクションに合わせたデジタルカラーフィッティング、Web試着室を試験導入
○新宿店をモデルに、ICT活用したエンターテインメント性の高い販促策を実施

オムニチャネル運営基盤を整備しつつ、リアルとネットを連動させた営業施策を積極展開し、
顧客深耕を推進

オムニチャネル営業施策

顧客管理
・組織顧客のネット利用拡大
（利用者８万人目標）
・データ一元管理
（メールアドレス一元化）

商品管理
・ネット/店頭共通取扱ブラ
ンド率拡大（50％目標）

・データ一元管理
（売上・在庫管理見直し）

Ｗｅｂ環境
・Web操作性向上
（導線の見直し）
・アプリ開発
（O2O対策アプリ）

デジタルカラーフィッティング
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*ﾄｰｼﾝﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ　営業収益75億円（+14億円）　営業利益16億円（+3億円）

髙島屋スペースクリエイツ　営業収益259億円（+23億円）　営業利益10億円（+1億円）

国内グループ事業

・百貨店事業の変革に向けたグループ総合力の発揮と、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緊密な連携によるタカシマヤブランド価値の向上
・グループ各社におけるビジネスノウハウを結集し、グループ一体となった
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外部競争力の発揮による利益拡大

数値目標（2013年度）

営業収益　１,４４３億円（＋７７億円）　　営業利益　１３５億円（＋１０億円）

東神開発（国内）営業収益33７億円（＋16億円）　営業利益67億円（＋1億円）

○百貨店･SC一体運営による相乗効果の最大化
　・柏髙島屋40周年（新館5周年）連動企画の推進による販促強化

　・玉川髙島屋S･C合同お得意様イベントの開催等、SC全体
　　としての魅力向上
　・お客様の声に基づく快適な商環境の提供（屋上・ｴﾚﾍﾞｰﾀ-・店内ｻｲﾝ等）

○百貨店周辺地域の開発（=街づくり）によるＳＣ事業強化
　・玉川髙島屋S･C周辺：アイビーズプレイス（ジオックス跡）、

　　マロニエコート隣地開発等の推進
　・流山おおたかの森Ｓ･Ｃの拡充（ハナミズキテラス全区画オープン等）

○博多リバレイン事業の基盤強化
　・「ひらまつ」「叙々苑」「茅乃舎」等レストランゾーンの再編による魅力ある商空間の演出
　・「アンパンマンこどもミュージアム」導入（2014年4月。５-６階）による集客力の向上

髙島屋クレジット　営業収益162億円（＋4億円）　営業利益39億円（＋2億円）

○「8％ポイントの優位性」打ち出し強化による新規会員獲得の推進

　・店頭獲得キャンペーン強化（入会時インセンティブポイントの拡大）

　・Web入会申込みの促進に向けた申し込み登録フォームの機能改善

　・現金ポイントカード高額利用者に対するクレジットカード切替え促進（DMアプローチ等）

○多様なチャネルや新カード発行によるカード利用の促進

　・テレビＣＭ、会報誌、Webを活用した利用キャンペーンやサｰビス告知

　・お得意様向け 上位カード「タカシマヤカード≪VIP≫」の新規発行による顧客ロイヤルティー向上

○オムニチャネルの推進に向けたカード顧客に対するアプローチ強化

　・百貨店クロスメディア、ファッションサイト「セレクトスクエア」利用促進に向けたキャンペーン等の実施

　・会員専用サイトの利便性向上（スマートフォン対応等）によるネット会員数の拡大

○百貨店との連携による住宅リフォーム事業の拡大
　・高額物件受注に向けた外商顧客への積極的な営業活動
　・ラグジュアリーブランド商材の新規取り扱いによる
　　高級リフォームニーズへの対応

○ソフト機能（企画・デザイン・設計力）拡充による競争力強化

　・顧客企業（クライアント）ニーズを踏まえた提案型受注の拡大

　・他企業とのアライアンスや人材育成による開発

　　プロデュース力の拡充

○東北地方の震災復興への対応

　・東北新社による復興住宅等の積極的受注活動の推進

く

グループ事業主要施策

個人住宅リフォームブランド

「ふぁーすと暮らす」

流山おおたかの森Ｓ･Ｃ

ハナミズキテラス
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　・シンガポール髙島屋開業２０周年
　　　　　　　　～ＡＳＥＡＮ NO.１百貨店に向けた更なる営業力強化の推進～
　・上海髙島屋グランドオープンを契機とした営業力強化策の実施

数値目標（2013年度）

海外事業

営業収益　６３７億円（＋１７７億円）　　営業利益　４７億円（±０億円）

シンガポール髙島屋・ＳＣ　営業収益578億円（＋120億円）　営業利益59億円（＋10億円）

○10月4日リニューアル（増床）オープンの確実な効果発揮

　　（年間売上効果+10億円、利益効果+2億円）

　・4Fフィットネスクラブ跡地の売場化（約800㎡）による増床

　・集客力の高いハイグレードな婦人雑貨アイテムの拡充および

　　　特選や婦人服の新規ブランド導入等による総合的なＭＤ強化

　・エスカレーター新規増設による回遊性向上に加え､レストスペース

　　　等、お客様の声を踏まえた快適な商環境の実現

　・開業20周年プロモーションの同時開催による改装効果の 大化

○トーシンディベロップメントシンガポールとの一体運営に

　よる「髙島屋SC」としての魅力度アップ

　・開業20周年イベントの共同開催によるＳＣ全体での集客強化

　・百貨店との買い回り性向上に向けた専門店地下フロアのMD強化（「ZARA」拡大など）

○グランドオープン及び開店1周年と連動した確実な営業力強化策の推進

　・9月28日グランドオープン：中国祝祭期間（中秋節、国慶節）に

　　あわせた効果的集客イベントの実施

　・12月19日開店1周年：クリスマス企画との連動による販促強化

○認知度アップに向けた積極的な宣伝および販促策の推進

　・交通広告をはじめとした宣伝対策の拡充

　・国や地域の祭事と連動した効果的なプロモーション展開の推進

○お得意様対応（固定客作り）の強化

　・VIP会員を対象にしたイベントの実施や駐車場優待等、

　　効果的対策の推進

　・顧客ターゲット（富裕層ファミリー＆オフィスワーカー）の

　　　ニーズの分析に基づく訴求力の高いMDの推進

○上海地区No.1サービスに向けた取組み

　・ウォントスリップ、お客様アンケート等、地域顧客の声を踏まえた

　　店舗環境やサービスの実践

　・「総合サービスカウンター」を核としたお客様対応の徹底

※2013年度計画　4月発表（営業収益80億円、営業利益△9億円）
　・フルオープン体制の遅れに加え円安影響により営業収益、営業利益（為替影響約△2億円）とも下方修正

上海髙島屋　営業収益60億円（＋57億円）　営業利益△12億円（△10億円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[前年は2012年12月19日オープン～12月31日まで]

く

海外事業主要施策
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(1)事業参画の概要
　ケッペルランド社を事業パートナーにベトナム・ホーチミン市
　での大型複合施設開発プロジェクト
　 商業施設は、2016年上期の開業を目指す
　　・ﾀｶｼﾏﾔｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ100%出資の百貨店(15,000㎡)出店(2期)
　　・東神開発による不動産事業への資本参画（1･2期）
　　・東神開発子会社（TDS）による商業施設運営参画（1･2期）

(2)2013年の動き
　○ベトナム髙島屋　現地法人設立
　　・2013年9月末、現地法人設立認可取得
　 ＊百貨店事業の基本方針
　　・ﾗｸﾞｼﾞｭｱﾘｰﾌﾞﾗﾝﾄﾞを含む婦人・紳士衣料品・雑貨から
　　　ﾘﾋﾞﾝｸﾞ、食料品までのﾌﾙﾗｲﾝを展開予定
　　・徹底したマーケット分析に基く現地ニーズの具現化と
　　　髙島屋らしさを融合した店舗づくりを推進
　○東神開発によるサイゴンセンター1期事業の配当収益確保
　　・2012年12月にケッペルランド社子会社より、株式取得
　　・2013年上期、1期事業収益の配当を計上 サイゴンセンター全体規模 （単位：㎡）

               
(3)今後について
　○エリアNO.1の商業集積を目指し、都市の成長に合わせて
　　更なる増床事業計画（3期事業）への参画を検討

（1）再開発計画の概要
①商業ゾーンを核とした街づくり

売場面積50,000㎡→62,000㎡に増床
②コミュニティ機能の充実

既存車道の歩行者専用化と地域交流スペース設置による
界隈性の向上

屋上緑化による憩いの場(ｸﾞﾘｰﾝﾃﾗｽ）の創出（6,000㎡）
③文化発信機能の強化

日本橋店本館の文化ホール再整備等

（2）2013年の動き
○ 2013年4月、再開発組合設立済。着工は2014年春を予定
○ 2013年6月、計画推進の専任組織「日本橋再開発計画室」

を発足し、　「新・都市型SC」実現に向け東神開発を始め
グループ総力を結集
一元化によるｺﾝﾄﾛｰﾙ強化と計画推進のｽﾋﾟｰﾄﾞｱｯﾌﾟを図る

○ 工事期間中（2014～2018年）の店舗営業力を維持する
ための先行投資、サービス強化対策を実施

○ 旧館解体中の駐車場の減少に対しては、近隣において代替のタワーパーキングを建設し、利便性を維持

(3)今後について
○ 投資額150億円　（＝増床部分及び本館の内装費）

開業　　2018年度中　（予定）
（当社が取得する商業床は、街区内の所有不動産との等価交換）

日本橋店
本館

（保存活用） 東京
ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ
開催

順次、本館の改修工事を実施
（屋上緑化、文化ホール整備など）

本館
隣接地

2012年度 2013年度 2014年度 ～ 2018年度

15,000
1期

ベ ト ナ ム 「 サ イ ゴ ン セ ン タ ー 」 事 業 計 画

敷地面積 延床面積 商業面積 （百貨店）

日本橋店再開発計画

2020年

V. 成長戦略

合計 11,084 181,800 55,500 15,000
※オフィス、サービスアパートメント（2017年竣工予定）除く

2,730 39,300 5,500

2期 8,354 142,500 50,000

営業力強化投資 31億円

旧
館
解
体

内
装
工
事

着

工

竣
工
引
渡

開

業

旧館機能移転
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　　目　　的
　　　○180年の歴史を振り返り、企業のDNAを再確認、進取の精神など基本的価値観を全社で共有、
　　　　新しい価値創出のためのイノベーションに向けて、企業活力を高める
　　　○お客様と共に築きあげてきた「タカシマヤブランド」を発信、更なる信頼の獲得と競争力向上を図る

　　上期活動実績
　　　○アーカイヴス活動元年として、当社の歩みを社内外に発信
　　　　・180年史「おかげにて一八○」の刊行（3月）
　　　　・デジタルアーカイヴス髙島屋サイトの公開（4月）
　　　　・「暮らしと美術と髙島屋」展（世田谷美術館）の開催
　　　　　　　　　　　　　　　　（4～6月：入場者数33,834名）
　　　　・社内「アーカイヴス講座」の実施（8,000人受講、下期継続）

　　下期活動計画
　　　○グループをあげて、社内外に向けたアーカイヴス活動の強力推進
　　　　・大阪店、髙島屋史料館での展覧会開催
　　　　　「暮らしと美術と髙島屋」展（大阪店）
　　　　　　　　　　　　　　　　（9月：入場者数38,735名）
　　　　　　髙島屋史料館「髙島屋と美術家たち」展（髙島屋史料館）
　　　　　　　　　　　　　　　　（9月：入場者数11,009名）
　　　　・アーカイヴスをベースとした商品開発　（11月）
　　　　・専門分野のエキスパートが持つ知識やノウハウ等、
　　　　　基本的価値感を伝承していく為のDVDを制作　（下期）
　　　　・次世代を担う人材育成のためのイノベーションプログラム開催

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9～11月）
　　　○アーカイヴス活動の拠点となる、「髙島屋史料館」発信機能充実
　　　　・史料館資料のデジタル保存システム稼動
　　　　・史料館の社内イントラによる閲覧開始
　　　　・学芸員の増配置

２．ステークホルダーとのコミュニケーション強化
　　　○当社経営にステークホルダーからのアドバイス、評価、声を反映

　　　　　・社外講師によるCSRブランディング講座開催

　　　　　・お客様へのCSRアンケート実施　（店頭アンケート・WEBアンケート　1,500名対象）

３．重点的に取り組むべき社会ニーズへの対応
　　　○本業を通じた被災地復興支援の継続

　　　　　・経済復興や雇用など、波及効果が見込める水産加工や米作り農家等への産業支援の実施

　　　　　・海外からの被災地支援へ感謝の意を込めた、コンサートや写真展をシンガポールで開催

　　　　　　　　「奇跡のピアノ」の展示とミニコンサート、被災地で元気に生きるこどもたちを撮影した写真展等

　　　○高齢化・過疎化等、地域ニーズに対応する事業展開

　　　　　・買い物困難地域における移動販売事業の運用開始　（米子髙島屋：4月～）

VI. ＣＳＲ経営

２０１３年度ＣＳＲ経営

１．アーカイヴス活動の推進

　基本的考え方
　　ＣＳＲ経営の根幹は、「多様化・高度化する社会ニーズに応え、貢献していく」こと
 
　活動方針
　　180年の歴史と伝統の記録であるアーカイヴスを経営資源として活用し、未来の髙島屋の一歩に
　　 つなげる「髙島屋アーカイヴス活動」をグループ全社員で推進。活動を通じて、全てのステーク
　　ホルダーとのコミュニケーションを活性化し、社会ニーズに応える新しい価値提供に努める

「暮らしと美術と髙島屋」展ﾎﾟｽﾀｰ
（大阪店）

第６３回上品會テーマ作品として
百選会の復刻着物作成

16



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


